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吉野川市市制10周年記念
～ 吉野川市阿波踊り大会 ～

～ 吉野川市選抜阿波踊り大会 ～
～ アクアシティー踊り広場 ～

　まだまだ暑い日が続いていますが、季節はもう秋。今年も吉野川市の
熱い夏は終わりましたが、皆さんはこの夏を楽しめましたか。
　８月14日から16日までの間に吉野川市内各所
で行われた、躍動感あふれる阿波踊り。私も写真
を撮りながら、カメラを通して見えるその様子に
魅了されました。
　ここにその写真を掲載しましたので、写真から

『熱気あふれる吉野川市の夏』を感じ取ってくだ
さい。（表紙写真も）

きらく連

高越連
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

熱気あふれる
吉野川市の夏

歩兵連

ほがらか連

もっこ連
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こ
ん
な
事
業
を
し
ま
し
た
！世界を楽しく旅する講座

第１回オセアニア編

ユリの花まつり

自然食セミナー

○
ゆ
る
き
ゃ
ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
Ｉ
Ｎ
吉
野
川
（
阿
波
文
化

を
学
ぶ
「
麻
植
の
会
」）
＝
吉
野
川

市
の
ゆ
る
き
ゃ
ら
「
ヨ
ッ
ピ
ー
・

ピ
ッ
ピ
ー
」
や
近
隣
市
町
の
ゆ
る

き
ゃ
ら
た
ち
と
、
市
民
に
よ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
行
い
ま

す
。
市
民
20
人
程
度
の
参
加
を
募

集
し
ま
す
。

と
き　

10
月
12
日
㈰

	
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館

○
吉
野
川
商
工
会
議
所
青
年
部

市
制
10
周
年
記
念
事
業　

婚
活

出
会
い
バ
ス
ツ
ア
ー
「
恋
バ
ス

２
０
１
４
」（
吉
野
川
商
工
会
議
所

青
年
部
）
＝
男
女
の
出
会
い
の
場

と
吉
野
川
市
へ
の
定
住
を
考
え
る

機
会
を
提
供
し
、
魅
力
あ
る
街
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

未
婚
の
成
人
男
女
を
20
人
ず
つ
募

集
し
、
吉
野
川
市
で
し
か
で
き
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
の
催
し
を
通

じ
て
、
親
睦
を
深
め
て
も
ら
い
、

カ
ッ
プ
ル
の
成
立
を
め
ざ
し
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ
10
月

号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
16
年
10
月
１
日
に
、
麻

植
郡
４
町
村
（
鴨
島
町
、川
島
町
、

山
川
町
、
美
郷
村
）
が
合
併
し
、

10
月
１
日
で
10
年
を
迎
え
る
こ

と
を
記
念
し
て
、
吉
野
川
市
市

制
10
周
年
記
念
式
典
を
執
り
行

い
ま
す
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、

鴨
島
鳳
翔
太
鼓
の
演
奏
と
書
道

家
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実

施
し
、
そ
の
後
の
式
典
に
お
い
て

は
、
市
政
へ
の
貢
献
が
顕
著
で

あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団
体
を
は

じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
や
吉
野
川
市
児
童
生

徒
に
よ
る
絵
や
ポ
ス
タ
ー
優
秀

作
品
の
表
彰
と
あ
わ
せ
て
市
表

彰
、
教
育
表
彰
を
行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
４
日
㈯
午
前
10
時

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
）、
午

前
10
時
30
分
（
式
典
開
式
）

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館　

江
川

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１

と
き　

11
月
９
日
㈰

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
商
工
会
議
所
青
年
部

	

☎
24-

２
２
７
４

○
７
月
６
日
、
吉
野
川
市
国
際
交

流
協
会
に
よ
り
、「
吉
野
川
市
国

際
交
流
協
会
設
立
10
周
年
記
念
事

業
「
世
界
を
楽
し
く
旅
す
る
講
座
」

～
見
て
・
聴
い
て
・
食
べ
て
、
世

界
を
体
験
！
～
」
の
第
１
回
オ
セ

ア
ニ
ア
編
（
南
太
平
洋
の
ト
ン
ガ

王
国
）
が
、
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ケ
レ
コ
リ
オ
・
マ

カ
さ
ん
、
メ
ア
リ
ー
・
マ
カ
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
よ
る
ト
ン
ガ
王
国

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念 

市
民
手
作
り
イ
ベ
ン
ト
事
業
⑤

吉
野
川
市
市
制
10
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
す

こ
ん
な
事
業
を
し
ま
す
！

の
自
然
・
食
文
化
な
ど
の
紹
介
や
、

ウ
ク
レ
レ
で
の
歌
の
披
露
を
聴
き
、

楽
し
み
ま
し
た
。
南
太
平
洋
の
国
、

ト
ン
ガ
王
国
を
身
近
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

○
７
月
６
日
、江
川
ゆ
う
ね
ん
（
吉

野
川
高
等
学
校
北
側
一
帯
）
で
「
ユ

リ
の
花
ま
つ
り
」
が
奉
仕
橋
か
も

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
、
日
頃
か
ら
会
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
環
境
整
備

が
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
美
し

い
ユ
リ
の
花
を
観
賞
し
つ
つ
、
環

境
美
化
活
動
の
体
験
や
、
ゲ
ー
ム

遊
び
、
水
面
す
べ
り
石
投
げ
、
昔

の
江
川
の
お
話
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
江
川
ゆ
う
ね
ん
の
美
し
さ

を
存
分
に
感
じ
ら
れ
る
、
癒
し
の

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

○
７
月
27
日
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
萩
の
会

に
よ
り
、「
市
制
10
周
年
記
念
自

然
食
セ
ミ
ナ
ー
～
自
然
農
法
っ
て

何
？
ど
う
し
て
体
に
い
い
の
？
～
」

が
、
鴨
島
町
森
山
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ａ
自
然

農
法
文
化
事
業
団
四
国
支
所
自
然

農
法
普
及
員　

巾は
ば

博ひ
ろ

一か
ず

さ
ん
が
、

吉
野
川
市
民
の
心
身
の
健
康
を
増

進
す
る
た
め
の
自
然
農
法
の
大
切

さ
や
、
通
常
の
農
法
と
の
違
い
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
セ
ミ
ナ
ー
修

了
後
、
自
然
農
法
に
よ
り
収
穫
さ

れ
た
旬
の
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
ス
イ
カ
な
ど
を
試
食

し
、
味
覚
か
ら
も
自
然
農
法
の
良

さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。問

い
合
わ
せ

市
企
画
財
政
課	

☎
22-

２
２
２
１
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平成26年８月１日現在

住民基本台帳（前月比）

計 43,630 （−10）

男 20,605 （　  2）

女 23,025 （−12）

世帯数 17,933 （　  5）

※65歳以上人口
計 13,963人  男 5,896人  女 8,067人

〈人　　　権　　　相　　　談〉
 9 月11日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

 9 月16日㈫ 13:30～16:00 交流センター人権擁護委員会室

 9 月16日㈫ 13:30～16:00 美郷支所会議室

 9 月22日㈪ 13:30～16:00 山川公民館研修室３

10月 9 日㈭ 13:30～16:00 西麻植会館２階会議室

〈行　　　政　　　相　　　談〉
 9 月11日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

10月 6 日㈪ 10:00～12:00 山川公民館研修室１

10月 7 日㈫ 13:00～16:00 川島公民館会議室

10月 9 日㈭ 9:00～12:00 市役所本館１階相談室

〈司法書士会による無料法律相談〉
 9 月19日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

10月17日㈮ 10:00～12:00 市役所本館１階相談室

市民のうごき
今
月
の
税

市
・
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

納
期
限

第
２
期

第
３
期

9
月
30
日
㈫

※
累
計
は
平
成
26
年
１
月
か
ら
の
も
の

火　災 市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

6
月1件

累
計6件

救急出動

6
月169件

累
計941件

～ 再編の基準 ～

●問い合わせ　市教育総務課　☎22-2272

　先月号までは、吉野川市の小学校・中学校の状況、学校再編の必要性を見てきました。今月号では、学
校再編計画（素案）に書かれている学校再編の基準および再編対象校の要件について考えてみましょう。

　学校再編は、今年度に決定したから、来年度に新しい学校が開校できるというようなものではあ
りません。再編には１カ所当たり３～４年程度かかると考えています。
　また、規模の大きな学校が、規模の小さな学校を吸収するというものではなく、複数の学校が再
編され、新しい学校として開校するものです。

小学校
本市がめざすべき１学年当たりの学級数は、クラス替えができる２～３学級とします。た
だし、再編によって校区が広域化し過ぎる場合は、適正配置の観点から調整し、その結果、
１学年１学級のいわゆる単学級が生じてもやむを得ないものとします。

中学校
本市がめざすべき１学年当たりの学級数は、３学級以上とします。ただし、再編によって
校区が広域化し過ぎる場合は、適正配置の観点から調整し、その結果、１学年２学級になっ
てもやむを得ないものとします。

小学校 小学校の通学方法は、原則として徒歩とし、その通学距離はおおむね２キロメートル以内
とします。これを超える場合は、通学支援を検討します。

中学校 中学校の通学方法は、原則として徒歩または自転車とし、その通学距離はおおむね５キロ
メートル以内とします。これを超える場合は、通学支援を検討します。

◦小学校においては複式学級が、中学校においては単学級が生じると見込まれる学校
◦改築を検討する学校

※学校の小規模化に起因する課題（広報よしのがわ８月号参照）を解消するためには、国が定める標準的
な学校規模（12 ～ 18学級）に近づけることが重要であると考えていますが、必ず12学級以上にすると
いうことではありません。

※通学支援としては、スクールバスの運行を考えています。

※小学校では複式学級になること、中学校では単学級（１学年１学級）になることは教育環境の観点から
望ましい状況とは言えません。そういった状況にならないように、今のうちから学校を再編するという
方法を検討することが大事だと考えています。

めざすべき学級数

再編対象校の要件

通学方法・距離から見た適正配置
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犬や猫の避妊・去勢手術に助成制度があります
　あなたの大切なペットに、子犬や子猫が生まれても、育てる自信がないときは、避妊・去勢手術を受
けさせましょう。
　個体差や雌雄の差はありますが、犬や猫は、生まれて１年もたたないうちに繁殖行動をするようにな
り、１回の出産で３〜５頭の子犬や子猫が生まれます。望まない繁殖を防ぎ、不幸な犬や猫を増やさな
いために、避妊・去勢手術を受けさせることをおすすめします。
　手術は比較的簡単な手術で、技術の進歩した今日では、苦痛や危険性も少なくなりました。手術に伴
う苦痛より、生まれた子犬や子猫を捨てたり、処分したりすることの方が、犬や猫にとっても、また飼
い主にとってもより大きな苦痛であり、不幸なことです。
　犬や猫との暮らしをより楽しく快適なものにするためにも、ぜひ実施していただきたい処置です。

１．対　　象	 吉野川市在住で犬・猫を飼育している方。なお、犬については、飼い犬の登録と平成
26年度の狂犬病予防接種を受けていること。

２．助 成 額	 １頭　5,000円（本年度助成頭数　30頭）
３．申込方法	 往復はがきにより、社団法人	徳島県獣医師会へお申し込みください。
	 抽選のうえ、当選・落選を返信はがきでご連絡します。
４．記載事項	 飼い主の住所、氏名、電話番号、犬・猫の別、名前、年齢、性別、毛色。犬の場合は、

犬の登録鑑札番号および狂犬病予防注射済票番号。返信用はがきの宛名欄にも、申込
者の住所、氏名、郵便番号を記入してください（記載例を参照ください）。

５．申込期間	 10月１日（水）から10月31日（金）まで【必着】
６．申 込 先	 〒770−8007　徳島市新浜本町二丁目３番６号
	 公益社団法人　徳島県獣医師会
７．手術実施期間	 11月15日（土）から平成27年１月20日（火）まで
８．助成方法	 当選の返信はがき（助成金認定書）を受け取った方は、事前に必ず指定動物病院にお

問い合わせのうえ、手術を受けてください。費用の支払いは、本来の手術手数料から
5,000円を差し引いた金額をお支払いください。なお、手術手数料は病院によって異
なります。

９．注　　意	 ○動物病院に連絡をせずに、直接動物を持ち込まれた場合、手術をお断りする場合が
　あります。

	 ○獣医師が犬や猫の健康上、不適当と判断した場合は、手術を実施しないことがあり
　ます。

	 ○手術を受けられるときは、返信はがき（助成金認定書）を持参してください。
	 ○手術完了時に、飼い主の確認欄に押印していただきますので、病院に行かれる際に

　は必ず印鑑をご持参ください。

応 募 要 領

●問い合わせ　㈳徳島県獣医師会　☎088 （663） 6607
市環境企画課　　　☎22-2230

往信

7 7 0 8 0 0 7

号
６
番
３
目
丁
二
町
本
浜
新
市
島
徳

会
師
医
獣
県
島
徳

行

（社） 返信

郵便はがき

の
者
込
申

　住

所

　氏

名

避妊・去勢手術助成申込書
犬・猫の別
名前
年齢
性別
毛色
　（犬の場合）
犬の鑑札番号
　平成　年度　第　　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成 26 年度　第　　　　号

申込者　　住所
　　　　　氏名（フリガナ）
　　　　　電話番号

（表面） （裏面）◦記載例◦
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国
民
年
金
任
意
加
入
制
度

任
意
加
入
で
き
る
方

申
請
に
必
要
な
も
の

納
付
済
期
間
等
の
問
い
合
わ
せ

保
険
料
の
納
付
方
法

　

原
則
、
口
座
振
替
で
の
納
付
と
な

り
ま
す
。

　

申
し
出
に
よ
り
任
意
加
入
と
同
時

に
、
月
額
保
険
料
４
０
０
円
の
付
加

保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す
。

○
年
金
手
帳

○
預
金
通
帳

○
通
帳
お
届
け
印
（
銀
行
印
）

○
口
座
振
替
納
付
申
出
書
（
市
役
所
、

各
支
所
、
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
）

　

申
請
は
、
国
保
年
金
課
（
本
館
１

階
）
ま
た
は
各
支
所
（
川
島
・
山
川
・

美
郷
）
で
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※
家
族
の
方
が
代
理
申
請
す
る
場
合

は
、
来
庁
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

も
の
が
必
要
で
す
。

※
「
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
は
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
金
融
機

関
で
証
明
を
受
け
て
か
ら
提
出
し
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
資
格
期
間
や
保
険
料
納

付
済
期
間
を
確
認
し
た
い
方
は
、
年

金
手
帳
な
ど
（
本
人
確
認
で
き
る
も

の
）
を
持
参
の
上
、
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

　

電
話
に
よ
る
事
前
予
約
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
徳
島
県
社
会
保
険
労

務
士
会
ま
た
は
、
国
保
年
金
課
ま
で

お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

予
約
の
際
に
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番

号
、
相
談
内
容
な
ど
に
つ
い
て
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
談
日
時
・
場
所

▽
10
月
23
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

▽
11
月
20
日
㈭	

午
前
10
時
～
午
後

３
時
／
本
館
１
階
相
談
室

※
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

９
６
７
９
５
１

市
国
保
年
金
課　

国
民
年
金
係

	

☎
22-

２
２
１
３

　

60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
（
25
年
）
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
や
、
40
年
の
納
付
済
期

間
が
な
い
た
め
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
受
給
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
中
で

な
い
と
き
は
、
60
歳
以
降
（
申
し
出

の
あ
っ
た
月
以
降
）
で
も
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

①
年
金
額
を
増
や
し
、
満
額
受
給
に

近
づ
け
た
い
方
は
、
65
歳
に
な
る
ま

で
（
途
中
で
満
額
受
給
で
き
る
期
間

に
達
す
れ
ば
そ
こ
ま
で
）

②
65
歳
の
時
点
で
受
給
資
格
期
間
を

満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
70
歳
に
な

る
ま
で
（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
る
）

③
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
日
本
国
籍
を
持
つ
方

（
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
支
給
を
受

け
て
い
る
方
は
不
可
）

※
①
、
②
の
方
は
60
歳
の
誕
生
日
前

日
以
降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
だ
よ
り

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

●問い合わせ　市環境企画課　☎22-2230

　狂犬病予防法により、犬の飼い主は飼い犬を登録し、毎年１回の狂犬病予防注射を
受けさせ、つないで飼うことが義務づけられています。
　４月に飼い犬の登録と狂犬病予防注射を実施しましたが、都合により受けられな
かった方や新しく犬を飼い始めた方を対象に、次の日程で再実施します。

飼い犬の登録と狂犬病予防注射の再実施

実施日　10月９日（木） 実施日　10月10日（金）
川　島　地　区 美　郷　地　区

時　　間 場　　所 時　　間 場　　所
09：30〜 09：50 神後南分館前（活魚うちだ裏） 13：00〜 13：20 美郷支所（ふるさとセンター）前
10：00〜 10：20 旧役場跡地（東保育所前） 鴨　島　地　区
10：35〜 11：10 運転管理センター 時　　間 場　　所
11：20〜 11：40 東児島老人憩の家 14：00〜 14：15 上浦老人憩の家

山　川　地　区 14：25〜 14：40 JR牛島駅前
時　　間 場　　所 14：50〜 15：05 アトリエ美容室前(JR麻植塚駅西)

13：30〜 13：50 JR山瀬駅前 15：15〜 15：30 旧麻植郡農協森山支所
14：00〜 14：20 北村農業構造改善センター 15：40〜 15：55 飯尾敷地地区公民館
14：35〜 14：55 旧麻植郡農協川田支所前 16：05〜 16：20 JR西麻植駅（第11分団詰所前）
15：05〜 15：40 アメニティセンター前 16：30〜 16：45 知恵島地区公民館

16：55〜 17：10 文化研修センター
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JR徳島線 学駅

▲
北

●二ツ森住宅
●川島高校

至穴吹 至徳島国道192号

至峯八方面

至美郷

吉野川市リサイクルセンター
所在地…川島町桒村2298-4

吉野川市リサイ
クルセンター

▲
北

●石亭

●山文

●阿波バラス市営ほたる川第２団地●

ほたる川

至山瀬駅

山川不燃物処理場
所在地…山川町堤外141-26

山川不燃物処理場

至穴吹 至徳島国道192号

●問い合わせ　市運転管理センター　☎25-2111

吉野川市リサイクルセンターへの
粗大ごみ自己搬入（持ち込み）が
できるようになりました

　川島リサイクルセンターの施設名称を「吉野川市リサイクルセンター」に変更し、９月
から粗大ごみの自己搬入（持ち込み）ができるようになりました。
　「吉野川市ごみ収集カレンダー」を参考にして、指定日に粗大ごみの自己搬入をお願い
します。
　なお、拡張工事による代替地（こうつの里跡地）については、平成26年８月末をもっ
て閉鎖しました。
＊鴨島地区は、平成26年９月から自己搬入ができます。

◆毎月第１木曜日・第４日曜日　午前９時～ 12時、午後１時～４時
◆川島・山川・美郷地区の方は、自己搬入です
◆鴨島地区の方も、平成26年９月から自己搬入ができます
◆粗大ごみとは、原則として指定袋に入らないごみです（指定袋に入るごみは該当しません）
◆処理券が必要です（吉野川市ごみ分別ガイドブックに添付しています）
◆引越しなどの一時多量ごみ・事業系のごみは受け取りできません
◆家電６品目は受け取りできません（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機）
◆粗大ごみ搬入量は、最大軽トラック１台分までです
◆ごみ分別ガイドブックを参考に自己搬入してください

※粗大ごみ自己搬入時に、吉野川市民と証明できるもの（運転免許証など）を職員に提示してください

自己搬入日・自己搬入時注意

粗大ごみ自己搬入（持ち込み）について

KEITORA
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　近年、空き家となった建物が長期間放置され、周辺の住環境を悪化させている状況が増えて
います。それに伴い、老朽化による倒壊の心配や屋根材などの飛散、また、侵入者による火災
および犯罪の誘発の危険性など、周辺の住民生活への悪影響が課題となっています。
　本来は、所有者や管理人が建築物やその敷地などを個人の財産として、周辺の生活環境にも
配慮して適正に維持保全すべきものですが、所有者の死亡や転居などの理由により、適正に管
理されていない空き家などに対する苦情や相談が増えています。

　管理を怠ると建築物の老朽化が早まり、屋根材の飛散や外壁材などの落下により、歩行者や
近隣住民・住宅に被害を及ぼすことも考えられます。所有者などが管理不全な状態で他人に損
害を与えたときは、賠償責任が生じる場合があります。このようなことにならないよう、特に
梅雨や台風の季節の前には建築物などの点検を行い、不良箇所は事前に修繕を行うなど、未然
の事故防止に努めましょう。また、敷地内の草木などについても定期的な管理を行いましょう。

○外壁材や瓦、といなどが剥がれて落下したり、台風などの強風時に飛散したりするおそれ
はないですか？
○看板などの屋外広告物やエアコン、アンテナなどが落下したり、飛散したりするおそれは
ないですか？
○敷地内の樹枝の越境や、雑草が繁茂していないですか？

○建物や敷地を定期的に管理し、他人が勝手に出入りできないように、確実に施錠などを行
いましょう。
○家屋などを空き家にする場合は、近隣の方に連絡先を伝えておきましょう。

　吉野川市では、空き家の売却や賃貸の希望がある方に登録して
いただく「空き家情報提供事業（空き家バンク）」を実施しています。
詳しくは、商工観光課（東館１階）へお問い合わせください。

　すでに老朽化が進行した建物については、建築の専門家や解体
業者に相談し、解体・除却を検討しましょう。

　吉野川市では、「老朽危険空き家除却支援事業」として除却への
補助制度を設けています。詳しくは、建築営繕課（東館２階）へ
お問い合わせください。

建築物などのチェックポイント

対　策

適正な維持管理をしましょう！空き家などの
所有者の皆さんへ

●老朽危険空き家除却支援事業に関する問い合わせ
市建築営繕課　☎22-2224

●空き家情報提供事業（空き家バンク）に関する問い合わせ
市商工観光課　☎22-2226
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●問い合わせ　市商工観光課　☎22-2226

高越山

全国で初めて梅酒特区とし
て指定された美郷で、免許
第１号を取得した「東野リ
キュール製造場」が製造。
梅作りにこだわった地元の
農家が生産した、美郷自慢
の梅が原料。少し渋みのあ
る冬の鍋に合う梅酒。

東野リキュール製造場

美郷の梅干し
（小梅）

吉野川市産の完熟梅を原
料とした手作りのしそ漬
け梅干し。保存料、着色
料不使用。

美郷梅工房

ぶどう

栽培技術の積み重ねも十
分で、毎年安定して品質
の高いぶどうを栽培。

学観光ぶどう組合

不知火ジェル

鴨島町産不知火から抽出
したエキスを使用して
作ったジェル。（有）日
本漢方医薬研究所と共同
開発した、不知火の香り
漂う、洗顔後使用のオー
ルインワンタイプ。

円生でこぽん園

ブルーベリーシロップ

標高400mの山地で有機
栽培したブルーベリーと、
国産てんさい糖のみを使
用して作った濃縮シロッ
プ。安心・安全にこだわっ
た 手 作 り 品。4 ～ 5倍 に
薄めてご使用ください。

くゆな農園

すだちハニーシロップ

吉野川市の自宅農場で栽
培したすだちを使用し、
1年中様々な方法で味わ
えるシロップ。

あぐり工房美郷

梅　肉

梅干しの種を取り除き
ペースト状にしたもの。
調味料としての使用に便
利。

天野農園

阿波の山茶
（ヤブキタ緑茶）

栽培から製茶まで一貫管
理した茶葉のみを使用し
た特別栽培茶。山間部の
茶であっさりとした味わ
い。

阿波茶園

今回掲載の事業者

事　  業　  者 住　　所 連絡先

天 野 農 園 美郷字宗田419 ☎43-2156

あ ぐ り 工 房 美 郷 美郷字古土地197 ☎43-2644

阿 波 茶 園 美郷字張455-2 ☎43-2109

美 郷 梅 工 房 美郷字張419-8 ☎43-2580

東野リキュール製造場 美郷字川俣5-5 ☎43-2216

く ゆ な 農 園 美郷字大野74 ☎43-2509

学 観 光 ぶ ど う 組 合 川島町学字辻89-1 ☎25-4591

円 生 で こ ぽ ん 園 鴨島町敷地364-9 ☎090-7142-1644

吉野川市
ブランド認証商品
吉野川市ならではの魅力
ある特産品の中で、評価
基準を満たした商品を
「吉野川市ブランド」と
して認証しています。
お知り合いの方への贈り物やお客様へのおもて
なしなどに、ぜひご利用ください。（※順不同）

ヨッピー・
ピッピーも
おすすめ !!

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
待
て
ボ
ー
ル　

飛
び
出
す
前
に　

右
左	

中
谷　

虎
二
朗
（
上
浦
小
学
校
２
年
）
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７
月
５
日
、
川
島
町
川
島
の
「
大

日
寺
跡
」
発
掘
現
場
に
お
い
て
、
現

地
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
の
方
を
は
じ
め
県
内

外
か
ら
約
２
０
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
か

ら
、
昨
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
し

て
き
た
経
緯
や
、
古
代
寺
院
の
遺

構
、
出
土
遺
物
な
ど
の
重
要
な
成

果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
に
山
川
町
川
田
の
澤

田
富
枝
さ
ん
、
７
月
18
日
に
鴨
島

大日寺跡発掘現場での説明会

３位入賞おめでとうございました

真剣に競技に取り組みました

地球環境への思いを語ってくれました

寿
者
は
34
人
（
女
性
28
人
男
性
６

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
13
日
、徳
島
県
消
防
学
校

に
お
い
て
第
29
回
消
防
操
法
競
技

大
会
が
開
催
さ
れ
、本
市
消
防
団

か
ら
は
、ポ
ン
プ
車
の
部
に
鴨
島

方
面
第
２
分
団
、小
型
ポ
ン
プ
の

部
に
美
郷
方
面
第
３
分
団
が
出
場

し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、２
カ
月
余
り
に

渡
り
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
消

防
操
法
訓
練
の
成
果
を
余
す
こ
と

な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
は
成
績
発
表
が

あ
り
、小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
美

郷
方
面
第
３
分
団
が
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

町
喜
来
の
小
西
あ
や
子
さ
ん
、
７

月
19
日
に
山
川
町
三
島
の
須
藤
松

コ
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
徳
島
県
と
吉
野
川
市
か
ら

祝
い
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　

澤
田
さ
ん
は
、
食
べ
物
は
好
き

嫌
い
が
な
く
、
自
宅
で
健
康
に
生

活
し
て
い
ま
す
。｢

働
け
る
身
の

幸
福｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
若
い
頃

か
ら
農
業
に
従
事
し
、
昔
は
手
作

業
で
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

　

小
西
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
頃
か

ら
近
所
の
教
会
に
通
う
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

趣
味
は
テ
レ
ビ
で
相
撲
を
観
戦
す

る
こ
と
で
、
現
在
は
自
宅
で
家
族

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
元
気
に
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

須
藤
さ
ん
は
、
60
歳
代
前
半
ま

で
農
業
に
従
事
し
、
主
に
米
や
芋

を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も

が
大
好
き
で
、
孫
の
世
話
を
よ
く

し
て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
性

格
が
明
る
く
面
倒
見
が
良
い
の

で
、
近
所
の
方
か
ら
も
と
て
も
慕

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
祝
い
に
は
多
く
の
親
族
や
知

人
が
駆
け
付
け
、
笑
顔
で
祝
い
状

を
受
け
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

　

日
本
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
が
、

全
国
の
小
中
学
生
を
対
象
に
募
集

し
た
「
少
年
少
女
国
連
大
使
」
と

し
て
、７
月
22
日
か
ら
の
７
日
間
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
な
ど

で
の
研
修
に
参
加
さ
れ
た
、
鳴
門

教
育
大
附
属
中
学
校
１
年
の
妹
尾

み
の
り
さ
ん
が
、
出
発
前
の
７
月

16
日
、
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
の
地
域
Ｊ
Ｃ
で
選
抜
さ
れ

た
１
０
２
人
の
中
か
ら
、
書
類
選

考
や
作
文
審
査
な
ど
で
決
定
し
た

30
人
の
う
ち
の
１
人
と
し
て
選
ば

れ
た
妹
尾
さ
ん
。「
こ
の
活
動
を

き
っ
か
け
に
、
広
く
大
き
な
世
界

に
目
を
向
け
、
環
境
保
全
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
た
い
。」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

第
29
回
徳
島
県
消
防
操
法

競
技
大
会
に
出
場

少
年
少
女
国
連
大
使
と
し
て

ア
メ
リ
カ
へ

大
日
寺
跡
発
掘
現
場

現
地
説
明
会

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

澤田富枝さん小西あや子さん須藤松コさん

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
わ
た
り
ま
す　

ま
っ
す
ぐ
あ
げ
て　

て
で
あ
い
ず	

吉
田　

華
汰
（
牛
島
小
学
校
１
年
）
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優良工事業者の皆さん

出発前、市長と力強く握手を
交わした武岡くん

応援してね！

　

７
月
23
日
、
平
成
25
年
度
に
竣し

ゅ
ん

工こ
う

検
査
し
た
対
象
工
事
１
１
７
件

の
う
ち
、
優
秀
な
成
績
で
完
成
し

た
工
事
９
件
（
７
社
）
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

優
良
工
事
表
彰
は
、
工
事
施
工

の
適
正
化
お
よ
び
施
工
技
術
の
向

上
を
図
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

　

表
彰
さ
れ
た
業
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
土
木
部
門

　

新
興
建
設
㈱
、
高
越
建
設
㈱
、

㈲
中
央
工
業

○
建
築
部
門

　

㈱
松
島
組
、
㈱
三
木
組
、
㈲
藤

川
建
設

○
電
気
部
門

　

田
村
電
設
㈱

　

８
月
８
日
か
ら
17
日
に
ア
メ
リ

カ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
開
催
さ

れ
た
「
２
０
１
４
カ
ル
・
リ
プ
ケ

ン
世
界
少
年
野
球
大
会
」
に
、
鴨

島
第
一
中
学
校
１
年
の
武
岡
龍
世

く
ん
が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
選
考
会
で
、
15
人
の
代
表

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
の
一
人
に
選
ば

れ
た
武
岡
く
ん
。
出
発
前
、
市
長

へ
の
表
敬
訪
問
の
際
に
は
、「
３

年
前
に
兄
が
選
ば
れ
て
い
た
の

で
、
自
分
も
選
ば
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
。
日
本
代
表
は
３
連
覇
中

な
の
で
、
４
連
覇
を
め
ざ
し
て
頑

張
り
た
い
。」
と
世
界
に
挑
み
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進

み
、
決
勝
の
メ
キ
シ
コ
戦
で
は
、

接
戦
の
末
惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
が
、
今
年
も

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
総
数
１
５
８
０
中
２
１
３
位

と
、
初
出
場
な
が
ら
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
上
位
進
出
を
め
ざ
し
、
順

位
ア
ッ
プ
を
必
須
課
題
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

投
票
期
間　

９
月
２
日
㈫
か
ら
10

月
20
日
㈪
ま
で

投
票
形
式　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ

リ
の
サ
イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.yurugp.jp/

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課	
☎
22-

２
２
２
６

世
界
少
年
野
球
大
会
で

準
優
勝

ヨ
ッ
ピ
ー
・
ピ
ッ
ピ
ー
が

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
４
」
に
参
戦
！

吉
野
川
市
優
良
工
事
表
彰

　

こ
ん
な
社
会
に
す
る
た
め
に
、
市

で
は
３
月
に
「
第
２
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
事
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
す
る
と
、

「
男
は
仕
事
。
女
は
家
事
、
育
児
、

介
護
を
す
る
の
は
あ
た
り
ま
え
だ
」

「
男
が
育
児
休
暇
を
と
る
な
ん
て

か
っ
こ
悪
い
」
な
ど
の
考
え
が
、
ま

だ
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
古

い
し
き
た
り
や
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
て
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？

　

先
日
の
新
聞
に
、「
徳
島
県
は
人

口
が
減
り
続
け
て
い
る
の
に
世
帯
数

は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
核
家
族
世

人
権
と
ぴ
っ
く
す

帯
や
一
人
暮
ら
し
世
帯
が
増
え
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
10
年
で
核
家
族
が

７
千
世
帯
増
え
、
逆
に
３
世
代
家
族

は
１
万
世
帯
減
少
し
た
」
と
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
い
う
家
族
構
成
で
は
、

子
育
て
世
代
の
夫
婦
は
協
力
し
な
い

と
充
実
し
た
子
育
て
は
困
難
で
す
。

高
齢
者
同
士
の
夫
婦
も
協
力
な
し
で

は
生
活
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
家
事

の
で
き
な
い
男
性
が
一
人
に
な
っ
た

場
合
は
大
変
な
苦
労
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
や
男
女
共
に
家
事

を
し
な
け
れ
ば
生
活
で
き
な
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

男
性
が
家
事
な
ど
を
す
る
こ
と
に

対
す
る
抵
抗
感
を
な
く
す
、
男
性
自

身
の
意
識
改
革
も
大
切
で
す
が
、
男

女
共
に
仕
事
を
し
な
が
ら
家
事
な
ど

が
で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

も
重
要
で
、
市
で
は
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
な
ど
に
対
す
る
暴

力
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
市
で

は
、
被
害
者
の
保
護
や
自
立
支
援
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
被
害
を
受

け
た
場
合
は
、
迷
わ
ず
関
係
機
関
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
人
権
課	

☎
22-

２
２
２
９

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

一
人
ひ
と
り
が
、

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

自
ら
の
意
思
と
責
任
に
よ
っ
て

生
き
方
を
選
択
で
き
る
、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

対
等
の
立
場
で
参
画
し
、
創
造
し
、

と
も
に
発
展
を
支
え
て
い
く
、

そ
し
て
、
女
性
も
、
男
性
も
、

い
き
い
き
と
輝
い
て

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
信
号　

す
ぐ
に
渡
ら
ず　

再
確
認	

渡
部　

美
鈴
（
森
山
小
学
校
６
年
）
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臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
は
も
う
お
済
み
で
す
か
？

特別社員に　
贈られる門標

　

各
地
域
の
赤
十
字
奉
仕
団
（
婦
人
会

等
）、
自
治
会
な
ど
の
協
力
の
も
と
、

各
家
庭
に
支
援
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
赤
十
字
を
さ
ら
に
力
強
く

ご
支
援
い
た
だ
く「
赤
十
字
特
別
社
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
に
よ

り
、
前
年
度
は
災
害
用
移
動
炊
飯
器
２

台
が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
今
年
度
は
Ａ

Ｅ
Ｄ
１
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

社
費
は
献
血
事
業
や
自
然
災
害
、
紛
争

な
ど
に
よ
る
被
災
者
、
犠
牲
者
を
支
援

す
る
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

	

☎
22-

２
２
６
１

　

住
宅
用
防
災
警
報
器（
火
災
報
知
器
）

は
、
消
防
法
に
よ
り
取
り
付
け
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
取
り
付
け

て
い
な
い
方
で
次
に
該
当
し
て
い
る
方

（
世
帯
）
は
無
料
で
取
り
付
け
で
き
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
方

で
あ
っ
て
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
方
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
お
よ
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
世
帯
全
員
の

当
該
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、

療
育
手
帳
（
Ａ
１
、
Ａ
２
）
所
持
者
の

い
る
世
帯

※
た
だ
し
、
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の

み
の
世
帯
へ
の
救
急
対
策
と
し
て
、「
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
急
病
や
災
害

時
な
ど
万
一
の
と
き
に
、
氏
名
、
か
か

り
つ
け
医
、
健
康
保
険
、
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
入
し
た
用
紙
を
キ
ッ
ト
の
中

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
き
、

救
急
医
療
な
ど
に
活
用
す
る
も
の
で

す
。
次
に
該
当
さ
れ
る
方
（
世
帯
）
は
、

無
料
で
配
布
で
き
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。申
請
書
は
福
祉
総
務
課（
本

館
２
階
）
お
よ
び
各
支
所
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
は

問
い
ま
せ
ん
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　

吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
次

の
方
。

①
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
お

よ
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
そ
の
他
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た
方

※
「
救
急
情
報
」
の
記
入
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課	

☎
22-

２
２
６
１

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
郵
送

ま
た
は
窓
口
に
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

９
月
30
日
㈫
（
郵
送
の
場

合
は
、
９
月
30
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

	

期
限
厳
守

問
い
合
わ
せ
・
申
請

［
臨
時
福
祉
給
付
金
］

市
福
祉
総
務
課	

☎
36-

１
１
７
７

［
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
］

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

お
知
ら
せ

防
災
警
報
器
の
取
り
付
け
は

お
済
み
で
す
か
？

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成
26
年
度
日
本
赤
十
字
活
動

支
援
費（
日
赤
社
費
）特
別
社
員

の
募
集
に
つ
い
て

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

●
と
き　

９
月
28
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館
１
階
相
談
室

●
内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
相
談

●
問
い
合
わ
せ　

市
税
務
課
徴
収
係　

☎
22-

２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　

市
国
保
年
金
課　
　

☎
22-

２
２
１
３
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社
会
的
暴
力

性
的
な
暴
力

精
神
的
暴
力

身
体
的
暴
力

経
済
的
暴
力

暴
力（
Ｄ
Ｖ
）相
談
に
つ
い
て

緑
化
推
進
事
業
交
付
金

「
吉
野
川
市
鴨
島
公
民
館
お
よ
び
吉

野
川
市
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

お
よ
び「
吉
野
川
市
文
化
研
修
セ
ン

タ
ー
」の
指
定
管
理
者
を
募
集

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
受
付

募

　集

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
（
事
実
婚
や

元
配
偶
者
を
含
む
）
や
恋
人
な
ど
身
近

な
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
受
け
る
暴
力
で
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

＝
殴
る
蹴
る
。
物
を
投

げ
つ
け
る
。
突
き
飛
ば
す
。

＝
人
格
を
否
定
す
る
よ

う
な
暴
言
。
無
視
す
る
。
脅
す
。

＝
性
的
な
行
為
の
強

要
。
避
妊
に
協
力
し
な
い
。

＝
外
出
を
制
限
。
電
話

や
交
友
関
係
を
監
視
。

＝
生
活
費
を
渡
さ
な

い
。
外
で
働
く
こ
と
を
禁
じ
る
。

　

Ｄ
Ｖ
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含

む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
子
ど
も
の

心
身
に
深
い
傷
を
残
す
こ
と
も
あ
り
、

大
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
早
く
、
今
の
状
態
か
ら
抜

け
出
し
、
自
立
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談

徳
島
県
中
央
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン

タ
ー	

☎
０
８
８
（
６
５
２
）
５
５
０
３

市
子
ど
も
相
談
室	

☎
22-

２
２
６
７

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地

区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て

は
、
農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す

る
た
め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、

駐
車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
用
許
可

の
見
込
み
が
な
い
場
合
は
除
外
で
き
ま

せ
ん
。

　

申
請
書
は
、
農
業
振
興
課
（
東
館
１

階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
12
日
㈮
～
10
月
10
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
・
受
付

市
農
業
振
興
課	

☎
22-

２
２
２
８

　

吉
野
川
市
緑
化
推
進
協
議
会
で
は
、

「
緑
の
募
金
」
を
市
内
地
域
の
緑
化
活

動
な
ど
に
生
か
す
た
め
、
交
付
金
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
緑
化
事
業

や
森
林
整
備
事
業
な
ど
を
自
主
的
に
行

う
団
体
、
ま
た
は
公
園
や
学
校
な
ど
の

緑
化
を
推
進
す
る
自
治
会
や
子
ど
も
会

に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
交
付
金
の
交
付
を
希
望
す

る
団
体
は
、
10
月
31
日
㈮
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
や
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
、
吉
野
川
市
緑
化
推
進
協
議

会
（
東
館
１
階
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
緑
化
推
進
協
議
会
（
市
農
地

林
業
課
内
）	

☎
22-

２
２
２
３

　
「
吉
野
川
市
鴨
島
公
民
館
お
よ
び
吉

野
川
市
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
お

よ
び「
吉
野
川
市
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
」

の
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を

置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

募
集
期
間　

９
月
10
日
㈬
～
10
月
９
日

㈭応
募
方
法　

募
集
要
項
に
定
め
る
応
募

書
類
を
提
出

※
募
集
要
項
は
、
生
涯
学
習
課
（
東
館

３
階
）
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。

【
応
募
説
明
会
・
施
設
見
学
会
】

○
鴨
島
公
民
館
お
よ
び
鴨
島
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

と
き　

９
月
22
日
㈪
午
前
10
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

○
文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

と
き　

９
月
22
日
㈪
午
後
２
時

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
思
い
出
し
て　

い
つ
も
ま
っ
て
る　

笑
顔
を
ね	

松
井　

美
夏
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）
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「
鴨
島
南
児
童
館
」お
よ
び「
八
坂

児
童
館
」の
指
定
管
理
者
を
募
集

生
涯
学
習
講
座
～
ド
キ
ド
キ

チ
ャ
レ
ン
ジ
～
受
講
生
募
集

「
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
」お
よ
び

「
向
麻
山
公
園
」の
指
定
管
理
者

を
募
集

　
「
鴨
島
南
児
童
館
」
お
よ
び
「
八
坂

児
童
館
」
の
指
定
管
理
者
の
候
補
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
事
業
所
を

置
く
法
人
ま
た
は
団
体

指
定
管
理
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

募
集
期
間　

９
月
10
日
㈬
～
10
月
６
日

㈪応
募
方
法　

募
集
要
項
に
定
め
る
応
募

書
類
を
提
出

※
募
集
要
項
は
、
子
育
て
支
援
課
（
本

館
１
階
）
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

【
応
募
説
明
会
】

と
き　

９
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
東
館
３
階

	

２
３
１
会
議
室

【
施
設
見
学
会
】

と
き　

９
月
26
日
㈮
説
明
会
終
了
後

と
こ
ろ　

鴨
島
南
児
童
館
、
八
坂
児
童

館
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
子
育
て
支
援
課	

☎
22-

２
２
６
６

　
「
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク
」
お
よ
び
「
向

麻
山
公
園
」
の
指
定
管
理
の
候
補
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
内
に
主
た
る
事

務
所
（
本
店
）
を
置
く
法
人
ま
た
は
団

体指
定
管
理
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日

～
平
成
30
年
３
月
31
日
（
３
年
間
）

募
集
期
間　

９
月
16
日
㈫
～
10
月
７
日

㈫応
募
方
法　

募
集
要
項
に
定
め
る
応
募

書
類
を
提
出

※
募
集
要
項
は
、
商
工
観
光
課
（
東
館

１
階
）
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入

手
で
き
ま
す
。

【
応
募
説
明
会
】

と
き　

９
月
26
日
㈮
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
東
館
３
階

	

２
３
２
会
議
室

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
商
工
観
光
課	

☎
22-

２
２
２
６

○
初
め
て
の
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

革
、
革
製
品
を
も
っ
と
身
近
に
、
初

心
者
で
も
楽
し
め
る
革
製
品
の
作
成
を

テ
ー
マ
に
、
が
ま
口
を
作
り
ま
す
。

と
き　

10
月
３
日
㈮
午
後
１
時

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
２
階
研
修
室

講
師　

三
木
直
人
先
生（
革
工
房
直
人
・

Ｎ
ａ
ｏ
ｔ
ｏ
＋
ｍ
）

受
講
料　

無
料

材
料
費　

２
０
０
０
円

持
参
物　

エ
プ
ロ
ン
、
厚
さ
１
㎝
程
度

の
雑
誌
、
汚
れ
て
も
い
い
服
装
（
針
、

ハ
サ
ミ
を
使
う
た
め
）

対
象
者　

吉
野
川
市
内
在
住
の
方

定
員　

10
人
（
先
着
申
込
順
）

申
込
期
限　

９
月
19
日
㈮

○
お
れ
お
れ
詐
欺
撲
滅
講
座

　

阿
波
吉
野
川
警
察
署
に
よ
る
「
お
れ

お
れ
詐
欺
撲
滅
講
座
」を
開
催
し
ま
す
。

　

最
新
の
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
し

た
特
殊
詐
欺
や
悪
徳
商
法
に
つ
い
て
、

演
劇
な
ど
を
交
え
た
わ
か
り
や
す
い
講

演
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
24
日
㈮
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

川
島
公
民
館
ホ
ー
ル

講
師　

阿
波
吉
野
川
警
察
署
生
活
安
全

課
長　

牛
田
英
樹
さ
ん

対
象
者　

吉
野
川
市
内
在
住
の
方

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

川
島
公
民
館	

☎
25-

２
１
８
０

八坂児童館

向麻山公園

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9:00～16:00(土・日・祝日・年末年始除く)

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
気
を
つ
け
て　

気
を
ひ
き
し
め
て　

い
っ
て
き
ま
す	

福
島　

梨
央
（
鴨
島
小
学
校
３
年
）
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第
38
回
吉
野
川
市
美
郷
一
周

駅
伝
出
場
チ
ー
ム
募
集

徳
島
駅
伝
合
同
練
習
会

参
加
者
募
集

介
護
予
防
講
演
会【
入
場
無
料
】

催

　し

と
き　

12
月
７
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
８

時
30
分
受
付
／
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

（
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
場
所

	

吉
野
川
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

部
門　

一
般
部
門
、
女
子
部
門

参
加
資
格

▼
一
般
部
門　

中
学
生
以
上
の
男
女

▼
女
子
部
門　

中
学
生
以
上
の
女
子

※
１
チ
ー
ム
６
～
９
人
（
監
督
、
補
欠

２
人
を
含
む
）

参
加
費　

１
チ
ー
ム　

１
万
円

コ
ー
ス　

全
６
区
間
（
20
・
８
㎞
）

募
集
数

▼
一
般
部
門　

60
チ
ー
ム

▼
女
子
部
門　

10
チ
ー
ム

申
込
方
法　

９
月
30
日
㈫
必
着
で
、
専

用
の
申
込
書
に
よ
り
事
務
局
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み
と
し
ま

す
。

【
申
し
込
み
数
が
募
集
数
を
超
え
た
場

合
、
地
元
チ
ー
ム
を
優
先
と
し
、
残
り

の
枠
に
つ
い
て
は
、
10
月
12
日
㈰
午
前

10
時
か
ら
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
公
開
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
】

　

詳
し
く
は
、
市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/~yosiriku/

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

吉
野
川
市
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
生
涯
学
習
課
内
）

	

☎
22-

２
２
７
１

　

徳
島
駅
伝
吉
野
川
市
選
手
強
化
委
員

会
で
は
、
平
成
27
年
１
月
３
日
～
６
日

に
開
催
さ
れ
る
「
第
61
回
徳
島
駅
伝
」

に
向
け
て
、
週
４
回
（
月
・
火
・
木
・
金
）

の
夜
間
合
同
練
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

中
学
生
以
上
で
し
た
ら
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
生
涯
学
習
課	

☎
22-

２
２
７
１

「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

講
師　

竹
内　

錬
一
さ
ん

（
小
松
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク　

整
形
外
科　

院
長
）

　

骨
粗
し
ょ
う
症
は
骨
が
も
ろ
く
な
る

病
気
で
、
転
倒
や
些さ

細さ
い

な
け
が
で
背
骨

や
腰
の
骨
、
太
も
も
や
腕
の
付
け
根
、

手
首
の
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
骨
折
を
起
こ
す
と
、
日
常
生
活
が

不
便
に
な
り
、
時
に
よ
っ
て
は
寝
た
き

り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
講
演
で

は
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因
や
病
状
、
そ

の
予
防
法
と
治
療
法
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

と
き　

９
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館　

視
聴
覚
室

問
い
合
わ
せ

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

市
介
護
保
険
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー	

☎
22-

２
２
６
５

第37回美郷一周駅伝

昨年度の合同練習

竹内　錬一さん

吉野川市ホームページ　http://www.city.yoshinogawa.lg.jp

吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念

吉
野
川
市
納
涼
花
火
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
日
時
決
定
!!

　

台
風
被
害
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た
花
火
大
会
の
開
催
が
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

●
と
き　
10
月
４
日
㈯
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分（
雨
天
順
延
）　
●
と
こ
ろ　
鴨
島
運
動
場（
旧
鴨
島
県
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
●
問
い
合
わ
せ　

吉
野
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　

☎
24-

２
２
７
４
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江
川
湧
水
源
周
辺

多
津
美
橋
～
江
川
・
鴨
島
公
園

○
吉
野
川
市
福
祉
ま
つ
り

と
き　

10
月
11
日
㈯

	

正
午
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

午
前
10
時
か
ら
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
で
「
吉
野
川
市
社
会
福
祉

大
会
」
を
開
催
し
ま
す

主
催　

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

後
援　

吉
野
川
市

　
　
　

吉
野
川
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

	

☎
25-

５
５
５
５

と
き　

毎
週
水
曜
日　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

前
期
日
程
（
10
回
）　

10
月
１
日

～
12
月
３
日

後
期
日
程
（
10
回
）　

12
月
10
日

～
平
成
27
年
２
月
25
日
（
12
月
31

日
、
２
月
11
日
は
休
み
）

と
こ
ろ　

障
が
い
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー　

か
が
や
き

対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
の
障

が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数　

前
期
、
後
期
と
も
10

人
（
先
着
順
）

講
座
内
容　

タ
ブ
レ
ッ
ト
コ
ー
ス

（
10
回
）、
文
書
作
成
コ
ー
ス
（
10

回
）、
表
計
算
コ
ー
ス
（
10
回
）、

は
が
き
作
成
コ
ー
ス
（
10
回
）

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
教
材
費

は
実
費
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

中
央
広
域
障
が
い
者
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
は
く
ち
ょ
う

	

☎
36-

７
０
７
０

	

℻
36-

７
０
７
１

　

働
く
こ
と
に
対
し
て
不
安
や
悩

み
を
抱
え
て
い
る
若
者
（
義
務
教

育
終
了
後
15
歳
～
お
お
む
ね
39

歳
）
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
16
日
㈭

	

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
本
館

	

２
階
相
談
室
21

問
い
合
わ
せ

あ
わ
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
５
５
３

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
で
、
上
陸
港
の
税

関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
。

○
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た

も
の
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。お
心
当
た
り
の
方
は
、

最
寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

る
た
め
、
無
料
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　

土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
、

相
続
、土
地
の
境
界
、地
代
、家
賃
、

隣
近
所
の
こ
と
や
子
ど
も
の
い
じ

め
問
題
な
ど
で
、
困
り
ご
と
や
悩

み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
相
談

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
待

ち
時
間
な
く
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
原
則
と
し
て
事
前
の
予
約

制
と
し
て
い
ま
す
が
、
空
き
が
あ

る
場
合
は
予
約
が
な
く
て
も
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
（
予
約
が
な
い

場
合
に
は
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

と
き　

10
月
５
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
相
談
時
間
は
30
分
程

度
で
、
相
談
は
無
料
で
す
）

と
こ
ろ　

徳
島
地
方
法
務
局
（
徳

島
市
徳
島
町
城
内
６
番
地
６　

徳

島
地
方
合
同
庁
舎
６
階
）

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈫
ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

	

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

徳
島
地
方
法
務
局　

総
務
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
４
１
７
１

【
相
談
日
当
日
の
連
絡
先
（
法
務

局
用
携
帯
電
話
）】

☎
０
９
０
（
８
９
７
２
）
８
３
０
１

問
い
合
わ
せ

小
松
島
税
関
支
署

☎
０
８
８
５
（
３
２
）
０
３
２
６

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
。

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
旧
吉
野
川
遊
園
地
西

側
）

作
業
日
時　

10
月
１
日
㈬

	

午
前
６
時
30
分
～
７
時
30
分

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

10
月
１
日
㈬

	

午
前
７
時
～
８
時

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

	

☎
０
９
０
（
９
５
５
３
）
９
７
６
０

　

徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
よ
り

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
み

を
持
っ
て
法
務
局
を
利
用
い
た
だ

き
、
平
日
に
法
務
局
を
利
用
で
き

な
い
方
へ
の
相
談
の
場
を
提
供
す

生
活
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

の
ご
案
内

働
い
て
い
な
い
若
者
の

就
労
・
悩
み
相
談

終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
方
々
へ

「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
（
徳
島
地
方
法
務

局
）」
の
開
設
に
つ
い
て

広報よしのがわに関する問い合わせは市企画財政課まで
☎22－2221　FAX22－2244

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
下
の
子
に　

手
本
を
み
せ
る　

通
学
路	

玉
井　

結
月
（
西
麻
植
小
学
校
５
年
）
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地震の心得10カ条
第１条　まず我が身の安全を図る

巡
回
職
業
相
談

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

第
１
６
9
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

と
き　

９
月
20
日
㈯
午
後
７
時

対
戦
相
手

	

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

と
き　

９
月
27
日
㈯
午
後
７
時

対
戦
相
手　

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

会
場　

鳴
門
・
大
塚
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク　

ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ

ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
株
式
会
社

☎
０
８
８
（
６
７
２
）
７
３
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.vortis.jp/

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

Ｎ
ａ
ａ
ｍ
ｉ（
ナ
ー
ミ
）

＆
が
む
し
ゃ
ら
ボ
ー
イ
［
ポ
ッ
プ

ス
系
］、ベ
リ
ー
ミ
ン
ト
（
フ
ル
ー

ト
、
唱
）［
ポ
ッ
プ
ス
系
］
ほ
か

と
き　

９
月
28
日
㈰
午
後
１
時

と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人

ホ
ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決

行
）

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会	

☎
24-

２
４
０
０
（
鎌
田
）

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

10
月
６
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

11
月
12
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

	

☎
24-

２
１
６
６

　

６
月
28
日
、
吉
野
川
市
内
量
販

店
で
実
施
し
た
「
６
・
26
ヤ
ン
グ

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
約

１
千
人
の
住
民
の
方
へ
薬
物
乱
用

防
止
の
啓
発
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日

ま
で
の
１
カ
月
間
、
吉
野
川
市
お

よ
び
阿
波
市
の
随
所
で
実
施
し
た

国
連
支
援
募
金
活
動
で
は
、
先

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
合
わ
せ
て

４
万
８
５
９
６
円
の
善
意
の
浄
財

が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島
地
区

協
議
会
事
務
局
（
吉
野
川
保
健
所

内
）	

☎
36-

９
０
１
７

★
江
川
わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

	

イ
ベ
ン
ト
案
内

○
鴨
島
第
一
中
学
校
ウ
イ
ン
ド

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
定
期
演
奏
会

と
き　

９
月
21
日
㈰

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

入
場
料　

無
料

○
映
画
「
う
ま
れ
る
」
上
映
会

と
き　

９
月
27
日
㈯
午
前
10
時
、

午
後
２
時
、
午
後
７
時
の
３
回
上

映入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
、
中

学
生
以
下
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
鴨
島
公
民
館
で
発

売
中

○
吉
野
川
市
市
制
10
周
年
記
念

沖
縄
の
伝
統
芸
能
〝
組
踊
〟
特
別

鑑
賞
会

演
目　

琉
球
舞
踊
組
踊

	

「
護ご

佐さ

丸ま
る

敵て
き

討う
ち

」

と
き　

10
月
11
日
㈯

	

「
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
」

と
き　

９
月
27
日
㈯

	

午
前
10
時
30
分

○
楽
し
い
介
護

～
食
品
と
医
薬
品
と
健
康
～

と
き　

10
月
２
日
㈭

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
男
性
料
理
教
室

～
季
節
の
素
材
を

	

活
か
し
た
献
立
～

と
き　

10
月
３
日
㈮

	

午
前
10
時
～
正
午

○
身
近
な
く
ら
し
の
法
律
知
識

～
遺
言
に
つ
い
て
～

と
き　

10
月
８
日
㈬

	

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
や
さ
し
い
経
済

～
高
齢
者
へ
の
保
険
の
見
直
し
～

と
き　

10
月
10
日
㈮

	

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
食
と
農
の
知
っ
得

～
よ
く
わ
か
る
食
品
の

	

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
～

と
き　

10
月
16
日
㈭

	

午
前
10
時
～
11
時

○
元
気
づ
く
り
体
操

～
安
全
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
～

と
き　

10
月
16
日
㈭

	

午
後
２
時
～
３
時
15
分

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館	

☎
24-

５
１
１
１

	

℻
24-

５
１
１
３

　
　
　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
２
時

入
場
料　

無
料（
整
理
券
が
必
要
）

整
理
券
取
扱
場
所

鴨
島
公
民
館
、
山
川
公
民
館
、
石

井
町
中
央
公
民
館
、
徳
島
市
立
文

化
セ
ン
タ
ー

○
吉
野
川
市
伝
統
芸
能
の
祭
典

と
き　

10
月
12
日
㈰

　
　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

入
場
料　

無
料

出
演　

牛
島
雲
龍
組
た
た
ら
音

頭
、
森
藤
獅
子
舞
＆
傘
踊
り
、
鳳

翔
童
太
鼓
「
か
わ
せ
み
」、
山
川

町
川
東
名
神
代
御
宝
踊
、
美
郷
平

八
幡
神
社
奉
納
大
陰
流
獅
子
舞
、

山
瀬
・
美
郷
廻
り
踊
り
、
鴨
島
公

民
館
三
味
線
教
室
＆
阿
波
踊
り

「
ほ
が
ら
か
連
」、
鳴
門
桧
獅
子
舞

★
講
座
案
内

○
Ｆ
Ｐ
の
「
く
ら
し
と
お
金
」

～
意
外
と
知
ら
な
い
！
コ
ミ
ュ
ニ

	

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
お
金
の
関
係
～

と
き　

９
月
20
日
㈯

	

午
前
10
時
～
11
時
30
分

○
そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

～
終
活
・
遺
言
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

	

ノ
ー
ト
に
つ
い
て
～

と
き　

９
月
22
日
㈪

	
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

○
子
ど
も
え
い
が
会

吉
野
川
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ほ
ど
う
き
ょ
う　

み
ん
な
を
ま
も
る　

か
け
は
し
だ	

亀
山　

凛
（
知
恵
島
小
学
校
２
年
）
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地震の心得10カ条
第２条　すばやく火の始末。あわてず、さわがず、冷静に

い
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。

と
き　

10
月
11
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

和
室

定
員　

20
人
（
中
学
生
以
上
）

参
加
費　

５
０
０
円

準
備
物　

は
さ
み
（
工
作
用
）、

目
打
ち

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

☎
22-

０
０
１
５

住
ん
で
い
た
宮
内
鳩
彦
さ
ん
（
故

人
）
の
「
無
人
駅
」
と
題
す
る
詩

で
す
。
９
月
20
日
㈯
を
め
ど
に
建

立
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

〇
一
日
体
験
講
座「
親
子
生
け
花
」

講
師　

日
和
田　

静
代
さ
ん
（
未

生
流
中
山
文
甫
会
）

　

お
月
見
に
あ
わ
せ
、
保
護
者
は

剣
山
に
、
子
ど
も
は
オ
ア
シ
ス
に

ス
ス
キ
を
生
け
ま
す
。
親
子
で
楽

し
く
生
け
花
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

と
き　

９
月
15
日
㈪
㈷
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー

	

研
修
室
２

定
員　

10
組
（
20
人
）

参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円
（
親

子
で
２
０
０
０
円
）

準
備
物　

花
ば
さ
み
、
新
聞
紙
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

〇
一
日
体
験
講
座
「
ク
ラ
フ
ト
バ

ン
ド
で
作
る
か
わ
い
い
バ
ス
ケ
ッ

ト
」

講
師　

近
藤　

恭
子
さ
ん

　

お
部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
小
物

入
れ
と
し
て
も
使
用
で
き
る
か
わ

阿
波
吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施	

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

者
・
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事

故
防
止

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
（
飲
ん
だ

ら
乗
る
な
阿
波
の
道
）

○
家
庭
・
職
場
・
近
隣
関
係
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
、
身
近
な

不
安
に
関
す
る
相
談

○
ス
ト
ー
カ
ー
、
Ｄ
Ｖ
、
男
女

間
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

○
振
り
込
め
詐
欺
や
投
資
詐
欺

な
ど
の
相
談（「
必
ず
も
う
か
る
」

な
ど
の
勧
誘
や
複
数
の
業
者
が

登
場
す
る
勧
誘
に
は
注
意
）

【
急
増
！
架
空
請
求
は
が
き
】

　
「
民
事
訴
訟
通
達
書
」「
確
認

通
知
書
」な
ど
の
見
出
し
で
、『
あ

な
た
は
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
て
い

る
。
放
置
す
る
と
財
産
を
差
し

押
さ
え
ら
れ
る
の
で
、
本
人
か

ら
連
絡
す
る
よ
う
に
』
と
い
っ

た
内
容
で
電
話
番
号
を
記
載
し

た
不
審
な
は
が
き
が
届
い
た
と

い
う
相
談
が
６
月
中
に
県
内
で

17
件
、
市
内
で
も
１
件
あ
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
県
消
費
者
情
報
セ
ン

タ
ー
で
は
、
差
出
人
の
名
称
と

し
て
「
国
民
総
合
生
活
セ
ン

タ
ー
」「
全
国
司
法
支
援
セ
ン

タ
ー
」「
国
民
消
費
相
談
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
を
把
握
し
て
い
ま

す
が
、
架
空
請
求
の
業
者
は
官

公
庁
の
よ
う
な
名
前
に
次
々
と

変
え
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

通
常
、
裁
判
所
な
ど
が
は
が

き
で
訴
訟
な
ど
の
通
知
を
送
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
心

当
た
り
の
な
い
不
審
な
通
知
が

届
い
た
時
は
、
絶
対
に
連
絡
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
‼

問
い
合
わ
せ

市
総
務
課	

☎
22-

２
２
３
１

県
消
費
者
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
３
）
０
１
１
０

消
費
者
ひ
ろ
ば

期
間　

９
月
21
日
㈰
～
30
日
㈫

　

毎
年
、
こ
の
時
期
か
ら
年
末
に

か
け
て
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
や
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
は
交

通
死
亡
事
故
が
急
増
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
、
家
庭
、

職
場
で
、
積
極
的
に
こ
の
運
動
に

参
加
し
、交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
11
日
㈭
は
警
察
相
談
の
日

で
す
。

　

警
察
で
は
、
県
民
の
被
害
の
未

然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
県
民
の

安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

身
の
回
り
で
起
こ
る
不
安
な
出

来
事
な
ど
、
生
活
の
安
全
に
関

す
る
幅
広
い
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
県
警
察
本
部
の

「
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」「
♯

９
１
１
０
」
ま
た
は
☎
０
８
８

（
６
５
３
）
９
１
１
０
ま
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

阿
波
吉
野
川
警
察
署

	

☎
25-
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番	

☎
24-

２
３
３
１

〇
吉
野
川
市
文
化
協
会
創
立
10
周

年
プ
レ
事
業

麻
植
塚
駅
開
設
80
周
年

―
「
無
人
駅
」
詩
碑
建
立	

―

　

麻
植
塚
駅
は
、
昭
和
９
年
９
月

20
日
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
開
設

80
周
年
を
記
念
し
て
、
麻
植
塚
駅

と
駐
輪
場
の
間
に
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
か
ら
見
え
る
よ
う
に
詩
碑
を
建

立
し
ま
す
。

　

碑
面
に
刻
む
詩
は
、
本
県
草
分

け
の
詩
人
で
、
麻
植
塚
駅
近
く
に

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
を　

確
認
し
た
ら　

レ
ッ
ツ
ゴ
ー	

奥
屋
敷　

勇
汰
（
川
島
小
学
校
６
年
）
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地震の心得10カ条
第３条　戸を開けて出口を確保

平成26年度高齢者の肺炎球菌感染症予防接種実施のお知らせ

　高齢者の方を対象に、予防接種法に基づく肺炎球菌感染症予防接種を実施します。

平成26年10月１日（水）～平成27年３月31日（火）の間
（平成26年度対象者は、実施期間を過ぎると助成の対象になりません）

①平成26年度対象者
65歳 昭和24年４月２日生～昭和25年４月１日生の方
70歳 昭和19年４月２日生～昭和20年４月１日生の方
75歳 昭和14年４月２日生～昭和15年４月１日生の方
80歳 昭和９年４月２日生～昭和10年４月１日生の方
85歳 昭和４年４月２日生～昭和５年４月１日生の方
90歳 大正13年４月２日生～大正14年４月１日生の方
95歳 大正８年４月２日生～大正９年４月１日生の方
100歳 大正３年４月２日生～大正４年４月１日生の方

101歳以上 大正３年４月１日以前の生まれの方
②60歳以上65歳未満の方であって、医師の診断により心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能または
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障がいを有する方（健康推進課へ問い合わせくださ
い）
※過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）の接種を受けた事がある方は

対象外となります。

　肺炎球菌ワクチンを使用し、筋肉または皮下に１回注射する。接種量は0.5mlとする。
　９月末頃、対象者に個人通知しますので、市指定医療機関（21ページに掲載）に希望日の5
日前までに予約し、接種する際には個人通知を持参し接種してください。
※接種を受ける際には、本人確認ができるもの（健康保険証など）を提示してください。

　接種を受ける医療機関の窓口でお支払いください。
※生活保護を受給中の方は無料となります。

　過去５年以内に肺炎球菌ワクチンの接種を受けた方は、同剤の接種により注射部位の痛み、
紅斑、硬

こう
結
けつ

などの副反応が初回接種よりも頻度が高く、程度が強く発現すると報告されていま
すので、再接種を避けていただくようお願いします。
　また、インフルエンザ予防接種を予定されている方は、高齢者の肺炎球菌感染症予防接種の
同時接種以外は、接種した日の翌日から６日間以上の間隔をあける必要があるため、医師に相
談してください。

実施期間

対 象 者

接種方法

個人負担金　4,000円

対象者への注意

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
と
び
だ
す
な　

さ
ゆ
う
見
て
か
ら　

わ
た
ろ
う
ね	

明
石　

大
和
（
学
島
小
学
校
３
年
）
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地震の心得10カ条
第４条　火が出たらすぐ消火

医療機関名 電話

鴨島町

(医)麻名内科外科クリニック 26－0020
(医)阿部整形外科 24－4880
井内内科 24－3070
石原小児科 24－2388
(医)石原内科循環器科 24－2536
糸田川クリニック 24－7555
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230
麻植協同病院 24－2101
(医)梶本胃腸科･内科 24－2413
(医)かなめ小児科内科クリニック 26－0310
(医)鴨島川島クリニック 24－8551
(医)鴨島病院 24－6565
(医)木村内科胃腸科 24－6413
杏和医院 22－0333
(医)鈴木内科(喜来) 24－3413
(医)鈴木内科(敷地) 24－5880
知恵島皮膚科診療所 36－9012
(独)国立病院機構徳島病院 24－2161

医療機関名 電話

鴨島町

(医)古本内科クリニック 24－7377
(医)美摩病院 24－2957
(医)森住内科医院 22－3010
リバーサイドクリニック岡田 24－8884
(医)渡辺医院 24－7177

川島町

岡田医院 25－3566
(医)岸整形外科 25－3133
(医)四宮医院 25－2016
(医)杉山医院 25－2802
(医)矢田医院 25－2006

山川町

(医)工藤内科医院 42－3113
(医)さくら診療所 42－5520
(医)谷医院 42－2353
富本医院 42－3123
(医)中西内科クリニック 42－6755
松永医院 42－2110
三木クリニック 42－6618

美　郷 美郷診療所 26－7570

※市指定の医療機関以外で接種を希望する場合は、健康推進課へ問い合わせください。

検診を受けてがんを早期に発見しましょう

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

　毎年９月は、「がん征圧月間」です。
　２人に１人が「がん」になり、３人に１人が「がん」で亡くなる時代です。
　「自分は大丈夫」「がんにはかからないだろう」という思い込みは禁物です。
　がんは、早期のうちに発見して治療すれば、治癒率が高くなるといわれています。
　しかし、ほとんどの場合、早期のがんには自覚症状がないため、発見するためには定期的な検診
受診が最も効果的です。
　がん検診の日程などについては、広報よしのがわ４月号に掲載していますのでご確認ください。

が
ん
の
成
長
速
度

この段階ならまだ間に合います!!

がん細胞

・１個
10億個

早期発見の期間
（100%近く治癒）

進行がん（１㎝） ２㎝

がん検診で発見できる大きさ
になるまでの期間は約15年。

その後、わずか１年半で２倍
の大きさに!!

吉野川市指定医療機関
《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ふ
り
返
ろ
う　

心
の
中
の　

信
号
機	

工
藤　

理
紗
子
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）
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地震の心得10カ条
第５条　あわてて外に飛び出さない

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

平成26年度 乳幼児健康診査日程平成26年10月～
平成27年3月

４カ月児健康診査
日　　　程 対　象　児

10月15日（水） 平成26年 ６月生まれ
11月12日（水） ７月生まれ
12月10日（水） ８月生まれ

平成27年 １月14日（水） ９月生まれ
２月18日（水） 10月生まれ
３月11日（水） 11月生まれ

受付時間：午後１時30分～１時50分

９カ月児健康診査
日　　　程 対　象　児

10月１日（水） 平成25年 12月生まれ
11月５日（水） 平成26年 １月生まれ
12月３日（水） ２月生まれ

平成27年 １月７日（水） ３月生まれ
２月４日（水） ４月生まれ
３月４日（水） ５月生まれ

受付時間：午後１時～１時30分

離乳食講習
日　　　程 前期対象児 後期対象児

10月30日（木） 平成26年 ６月生まれ 平成26年 ２月生まれ
11月27日（木） ７月生まれ ３月生まれ
12月25日（木） ８月生まれ ４月生まれ

平成27年 １月29日（木） ９月生まれ ５月生まれ
２月26日（木） 10月生まれ ６月生まれ
３月18日（水） 11月生まれ ７月生まれ

受付時間：〔前期〕午前９時30分～９時45分・〔後期〕午前10時15分～ 10時30分

１歳６カ月児健康診査
日　　　程 対　象　児

10月16日（木） 平成25年 ３月生まれ
11月13日（木） ４月生まれ
12月11日（木） ５月生まれ

平成27年 １月15日（木） ６月生まれ
２月19日（木） ７月生まれ
３月12日（木） ８月生まれ

受付時間：午後１時～１時30分

マタニティ教室
日　　　程 対　象　者

下記の時期に妊婦届をした方

９月29日（月） ４月中旬～８月中旬
平成27年 １月28日（水） ８月中旬～12月中旬

時間：午前９時～ 11時30分

股関節脱臼検診
日　　　程 対　象　児

11月20日（木） ７月19日～９月20日生まれ
平成27年 １月22日（木） ９月21日～ 11月22日生まれ

３月19日（木） 11月23日～平成27年１月19日生まれ
受付時間：午後１時45分～２時

３歳児健康診査
日　　　程 対　象　児

10月２日（木） 平成23年 ４月生まれ
11月６日（木） ５月生まれ
12月４日（木） ６月生まれ

平成27年 １月８日（木） ７月生まれ
２月５日（木） ８月生まれ
３月５日（木） ９月生まれ

受付時間：午後０時50分～１時20分

妊婦一般健康診査（医療機関委託）
　妊娠届出時に、県内委託医療機関において健診
が受けられる受診票を14枚交付します。

乳児一般健康診査（医療機関委託）
　１歳の誕生日までに、県内委託医療機関におい
て無料で健診が受けられる受診票を２枚交付しま
す。赤ちゃんが生まれたら健康推進課（本館１
階）もしくは、各支所（川島・山川・美郷）で申
請してください。
●受診の望ましい時期　①生後１カ月
　　　　　　　　　　　②生後６～７カ月
　妊婦及び乳児一般健康診査費の助成(特例)
　里帰り出産などの理由により、県内の委託医療
機関以外で受診した場合は、吉野川市が負担する
額を上限として健診費用を助成します。
　詳細はお問い合わせください。

フッ素塗布事業
（市内歯科医療機関委託）
１歳６カ月児健診対象のお
子さんに、歯の健康を守る
ため実施しています。個人
通知しますので、ぜひ受診
してください。

のびのび相談
（予約制）

お子さんの言葉や行動など
について気になることがあ
れば、個別相談を実施して
いますので、お気軽にご連
絡ください。

○平成26年10月から平成27年3月までの母子保健事業の予定
です。

○都合により日程などが変更になることがあります。
　その際には、ホームページなどでご案内します。
○各健診の実施場所は、吉野川市役所です。
○表記の母子保健事業については無料です。
○健診・各種教室の対象の方には個人通知します。
　なお、対象時期が近づいても通知が届かない場合はお問い合

わせください。
○予防接種は個別接種になっています。詳しくは、ホームペー

ジをご覧いただくか、お問い合わせください。

電話相談・乳幼児相談
保健師や管理栄養士が各種相談
をお受けします。お気軽にご相
談ください。
●育児に関すること　
●離乳食や栄養に関すること
●子どもの発育発達について
●予防接種について　など

新生児･乳児訪問
(こんにちは赤ちゃん事業)
赤ちゃんが生まれたら、
保健師がお宅にお伺いし
て、育児・授乳のこと、産
後の身体に関する相談・
援助を実施します。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ゅ
う
車
じ
ょ
う　

あ
そ
ば
な
い
で
ね　

あ
ぶ
な
い
よ	

住
友　

奏
斗
（
川
田
小
学
校
２
年
）
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地震の心得10カ条
第６条　門や塀に近寄らない

《対象者および受け方》

水痘（水ぼうそう）予防接種について
　平成26年10月１日から、定期予防接種として水痘（水
ぼうそう）予防接種を実施します。
　水痘は水痘帯状疱疹ウイルスの感染によりおこる感染症
で、痒みのある発疹（水疱）が主症状です。感染力が非常
に強く、５歳までにおよそ80％の子どもが感染するとい
われています。
　水痘ワクチンを１回接種することで、水痘にかかる割合を80 ～ 85％程度、重症
化をほぼ100％防ぐことができるとされています。

１～３歳の誕生日の前日までの方：３カ月以上の間隔をおき２回接種
３～５歳の誕生日の前日までの方：１回接種（ただし、平成26年度限り）

（平成21年10月２日～平成25年10月２日生まれ  ※平成26年10月１日現在）
※任意接種としてすでに接種している方は、接種した回数分の接種を受けたも
　のとみなします。

　対象の方には９月末に個人通知をします。
（生年月日によって接種期間が短い方がいます。通知が届きましたら即日開封し、接種
計画を立ててください。）
※すでに水痘にかかった事のある方は、対象ではありません。
※定期接種開始前に、自費で接種した費用についての返金はありません。
※対象年齢の方は、定期接種になるまでに接種を控えることはお勧めしません。

　通知、接種回数、接種間隔などご不明な点があれば、健康推進課（本館１階）まで
お問い合わせください。

今
月
の
健
康

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力

は
非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎

年
約
１
千
万
人
、
約
10
人
に
１

人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は
、

目
安
と
し
て
38
℃
以
上
の
発
熱

が
あ
り
、
せ
き
や
の
ど
の
痛
み
、

全
身
の
倦け

ん

怠た
い

感
や
関
節
痛
を
伴

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
医
師
が
必

要
と
認
め
る
場
合
に
は
、「
抗

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬
」

が
処
方
さ
れ
ま
す
。
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
人
と
の
接
触
を

避
け
、
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
外
出
後
は
て
い
ね
い
に
手
洗

い
を
す
る

②
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る

③
予
防
接
種
を
す
る

　

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
５
カ
月

程
度
で
、
ウ
イ
ル
ス
の
型
も
変

わ
る
た
め
、
毎
年
定
期
的
な
接

種
が
有
効
で
す
（
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助

成
に
つ
い
て
は
広
報
よ
し
の
が

わ
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。

　

10
月
号
は
「
ス
ト
レ
ス
解
消

法
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

か
か
ら
な
い
た
め
の
予
防
対
策

●問い合わせ　市健康推進課　☎22-2268

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
夜
道
で
は　

ラ
イ
ト
て
ら
し
て　

安
全
に	

佐
光　

華
音
（
川
田
中
小
学
校
５
年
）
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地震の心得10カ条
第７条　協力し合って応急救護

第２回　介護保険のサービス
　介護保険のサービスは皆さんの保険料や税金でまかな
われています。便利だからというだけでなく本当に必要
かどうかを考えて利用しましょう。

みんなで支えよう
〜介護保険〜

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎22-2264

　

要
介
護
認
定
で
「
要
介
護
」「
要
支
援
」

と
認
定
さ
れ
た
人
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用

者
の
多
い
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

訪
問
介
護　
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
、

食
事
、
入
浴
な
ど
の
介
護
を
行
い
ま
す
。

最
も
利
用
者
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）　

施
設
に

通
い
、
日
帰
り
で
食
事
、
入
浴
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）

　

施
設
に
通
い
、
日
帰
り
で
機
能
訓
練
な

ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
市
が
行
う

地
域
支
援
事
業
に
よ
り
、
将
来
介
護
が
必

要
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

介
護
保
険
課
（
本
館
２
階
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、か
か
っ

た
費
用
の
一
割
が
原
則
自
己
負
担
で
す
が
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
要
介
護
度
ご
と
に
月
々
に
利
用
で
き

る
金
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

限
度
額
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

施
設
に
短
期
入
所
し
て
食
事
、
入
浴

な
ど
の
支
援
や
機
能
訓
練
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
環
境
を
整
え
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
貸
与
、

福
祉
用
具
購
入
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

住
宅
改
修
や
、
福
祉
用
具
購
入
に
つ
い
て

か
か
っ
た
費
用
は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
費
用
支
払
い
後
、
申

請
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
費
用
の
９
割
を

支
給
し
ま
す
。

　
「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
た
人
や
要
介
護

◎住宅改修
　手すりの取り付けや段差の解消など小規模な住
宅改修費の支給を受けることができます。利用で
きる限度額は20万円（最高支給額は18万円）です。
転居した場合、また要介護度が３段階以上あがっ
た場合に限り、再利用可能です。
　限度額を超えた費用や保険給付対象外の工事費
用は、全額自己負担になります。住宅改修を行う
前には、事前協議と市介護保険課の現地確認が必
要です。工事にかかる前に、必ず担当ケアマネ
ジャーに連絡・相談してください。事前協議のな
い工事には工事費用の支給はできません。

◎福祉用具貸与（レンタル）
　歩行補助つえや介護用ベット・車いすなど日常
生活を助けるための福祉用具を借りることができ
ます。用具の種類、貸し出し料は事業者によって
異なります。また要支援１・２、要介護１の方は
利用できる品目が限られます。レンタル前には担
当ケアマネジャーに相談してください。

◎福祉用具購入
　レンタルになじまない、入浴や排泄に使う入浴
補助用具・特殊尿器・腰掛け便座など５種類の福
祉用具購入費の支給を受けることができます。利
用できる限度額は年度につき10万円（最高支給
額は９万円）です。福祉用具購入は必ず指定を受
けた事業者から購入してください。また、購入前
には担当ケアマネジャーに相談してください。担
当ケアマネジャーがいない場合は、販売店の福祉
用具専門相談員にご相談ください。

環境を整えるためのサービス

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
目
も
み
み
も　

ち
ゃ
ん
と
つ
か
っ
て　

あ
ん
ぜ
ん
か
く
に
ん	

吉
田　

海
斗
（
川
田
西
小
学
校
３
年
）
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吉野川市子育て支援センター
●開館日：月曜日～金曜日　午前9時～午後5時
●場　所：川島こども園３階
●問い合わせ：TEL 25－6616  FAX 25－6617
● E-mail：kosodateshien-c@city.yoshinogawa.lg.jp

絵本の読み聞かせ
（10：30～11：00）
講師:読み聞かせ

グループかぶとむし
　　　■予約制
Let’s Enjoy English
～親子で英語を楽しもう～
(16：00～16：30)
講師:筑木純子さん

子育て何でも相談
（10:30～11:30）
家庭相談員が
お聞きします
身体測定

ふれあい交流会
～森山小学校編～

（10:00～12:00）

自由遊び

自由遊び

自由遊び

自由遊び

自由遊び

自由遊び

リトリト☆
　  リトミック♪

（10：30～11：00）
講師:市原恭子さん

ひろとお兄ちゃん

簡単！健やかで
美しくなる
メイクレッスン

（10:00～11:30）
講師:倉本洋子さん

赤ちゃんヨガ＆
ベビーマッサージ

（10:00～・11:00～）
講師:ママと赤ちゃんの
トータルサロンmana*
身体測定

ほっこり♥
カフェタイム＆
おいもパーティー

（10:30～11:30）
講師:郷田弘枝さん

身体測定

ゆきこおばちゃん
と遊ぼう!

（10：30～11：00）
講師：後藤田幸子さん

＊英語受付開始

自由遊び

自由遊び

お誕生会
（10：30～11：00）
講師：お話グループ
　　　　　　みるく

オカリナ演奏
（10：30～11：00）
講師:かもかもミール
　　　　  のみなさん

育児相談
（10：00～12：00）

保育所見学ツアー
【鴨島編】
（10：00～12：00）
＊赤ちゃんヨガ
　受付開始

ハロウィン仮装
ツアー

（10：00～12：00）

身体測定

身体測定

地震の心得10カ条
第８条　山崩れ、がけ崩れ、津波に注意

※お誕生会　対象：10月生まれのおともだち
＊10月生まれのお子さんは、前日までに申し込んでください。
　該当児以外でも、一緒に楽しめます。お誕生会終了後　下塚潤一さん

がお誕生児の写真を撮ってくれる！

▲保育所見学ツアー【鴨島編】
行き先：鴨島西保育所、鴨島呉郷保育所、鴨島東保育所
＊バスに乗って保育所へ行き、施設内を見学します。
　９月19日（金）から受け付けを開始。

リトリト☆リトミック♪今月のうた　「どんぐりころころ」

●ほっこり♥カフェタイム＆おいもパーティー
美味しいカフェとさつまいものプレート焼きをみんなでわい
わい食べましょう！＊７日（火）から受け付けを開始。

■Let’s Enjoy English ～親子で英語を楽しもう～
対象：３歳～未就学児　＊６日（月）から受け付けを開始。

行事は都合で変更する場合があります。申し込みが必要な行事については、
吉野川市内在住の方に限ります。電話での申し込みも可能です。

★赤ちゃんヨガ＆ベビーマッサージ
対象：０カ月～６カ月（10：00 ～）　７カ月～歩くまで（11：00 ～）
持参物：バスタオル１枚、フェイスタオル２枚、お茶やミルク
　　　　（水分補給用）、オムツをはずすための防水シート
＊保護者の方は動きやすい服装で来てください。１日（水）から受け付け。

◆簡単！健やかで美しくなるメイクレッスン
いつまでも美しく！自分を磨いて心もお顔もリフレッシュ～☆
＊８日（水）から受け付けを開始。

△ふれあい交流会
バスに乗って、親子で小学校へ遊びに行ってみませんか？
６年生のお友だちとふれあい、楽しく交流します☆
行き先：森山小学校
＊９月24日（水）から受け付けを開始。自家用車で現地集合も可。
☆ちびっこドーム親子と楽しく交流していただける小学校がありまし

たら、ぜひご連絡ください☆

21日　オカリナ演奏
童謡、アニメソングなど楽しい曲をオカリナで演奏してくれます。
癒される音色をぜひ聴きに来てください。

27日　育児相談
講師：特定非営利活動法人　こどもの発達研究室きりん
　　　相談支援専門員　大林豊子さん

◇ハロウィン仮装ツアー
バスに乗って、吉野川市内のいろんな施設へちびっこドーム親子が
お邪魔しますー♪衣装は何でも構いません。
素敵に仮装して来てください。保護者の仮装も大歓迎ですよー☆
＊10日（金）から受け付けを開始。

自由遊び

＊カフェ＆おいもパーティー
　受付開始

自由遊び

＊ハロウィン仮装ツアー
　受付開始

自由遊び

＊健やかで美しくなる
　メイクレッスン受付開始

先着６人

先着７組ずつ

先着15組（一組につき２人）

先着15組（一組につき２人）

先着15組（一組につき２人）

親子で先着30人

日 月 火 水 木 金 土
1　▲予約制 2 3　△予約制 4

5 6 7 8　 9　★予約制 10　 11

12 13
体育の日

14　 15　※予約制 16　●予約制 17　◆予約制 18

19 20　 21 22　◇予約制 23　 24 25

26 27　 28 29 30 31

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
左
右
確
認　

本
当
に
最
後
の　

命
綱	

山
田　

雅
史
（
鴨
島
東
中
学
校
３
年
）
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地震の心得10カ条
第９条　避難は徒歩で、持ち物は最小限に

●問い合わせ　市介護保険課　介護予防係　☎22-2265

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

☆平日／18時～22時  ☆休日／9時～13時、14時～18時、19時～22時
　（医師会の都合により診療時間が変更となりました。）  ☆○印は、休日診療日
☆吉野川市ホームページにも「夜間・休日当番医」の案内があります。
☆日本中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
☆変更になる場合がありますので、当番医または徳島中央広域連合
 （☎26-1190）で必ずご確認のうえ受診してください。
☆問い合わせ／市健康推進課　☎22-2268

９月・10月
夜間・休日在宅当番医表

7月・8月の介護予防教室９月・10月の介護予防教室

9

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
10 水 9:30～10:30 川島公民館久保田分館 川 島

健

康

チ

ェ

ッ

ク

楽 し い 脳 体 操
11 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 栄 養 の お 話
12 金 9:30～10:30 三ツ島西公会堂 川 島 口腔（こうくう）ケア

16 火
9:30～10:30 川島公民館上桜分館 川 島 栄 養 の お 話

13:30～14:30 山川公民館 山 川 口 腔 ケ ア
17 水 9:30～10:30 中古井広域集落センター 美 郷 楽 し い 脳 体 操
18 木 9:30～10:30 東部集落センター 美 郷 楽 し い 脳 体 操

25 木
9:30～10:30 牛島地区公民館 鴨 島

13:30～14:30 山路東原集会所 鴨 島 口 腔 ケ ア

26 金
9:30～10:30 森山地区公民館 鴨 島

13:30～14:30 東山老人憩の家 美 郷 介 護 予 防 体 操

29 月
9:30～10:30 鴨島老人福祉センター 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 知恵島老人憩の家 鴨 島 介 護 予 防 体 操
30 火 9:30～10:30 川島公民館山田分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

10

月

日 曜日 時　　間 場　　　所 地区 内　　　容
1 水 13:30～14:30 上浦地区公民館 鴨 島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

栄 養 の お 話
2 木 9:30～10:30 川島公民館敷地分館 川 島 楽 し い 脳 体 操

6 月
9:30～10:30 森藤集会所 鴨 島 介 護 予 防 体 操

13:30～14:30 立石公会堂 川 島 楽 し い 脳 体 操
7 火 9:30～10:30 川島公民館神後分館 川 島 介 護 予 防 体 操
8 水 13:30～14:30 中枝老人憩の家 美 郷 楽 し い 脳 体 操
9 木 9:00～11:00 西麻植地区公民館 鴨 島 楽 し い 脳 体 操

９月 10月 医　院　名 電話番号
10 16 大 内 整 形 外 科 24-3058
11 22 中西内科クリニック 42-6755
12 18 高橋皮膚科クリニック 24-5122
13 20 井 内 内 科 24-3070
⑭ 山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
⑮ 29 森 住 内 科 医 院 22-3010
16 23 杏 和 医 院 22-0333
17 17 工 藤 内 科 医 院 42-3113
18 24 鴨 島 耳 鼻 咽 喉 科 24-8070
19 21 いぬい産科婦人科クリニック 22-1230
20 ⑲ 糸田川クリニック 24-7555
� 28 グリーン耳鼻咽喉科 24-2488
22 � 梶 本 胃 腸 科 内 科 24-2413
� 31 麻名内科外科クリニック 26-0020
24 石 原 小 児 科 24-2388
25 美 摩 病 院 24-2957

９月 10月 医　院　名 電話番号
26 糸 田 川 眼 科 24-2531
27 和 田 耳 鼻 咽 喉 科 24-2566
� 30 さ く ら 診 療 所 42-5520
29 古本内科クリニック 24-7377
30 渡 辺 医 院 24-7177

1 四 宮 医 院 25-2016
2 松 永 医 院 42-2110
3 杉 山 医 院 25-2802
4 矢 田 医 院 25-2006
⑤ かなめ小児科内科クリニック 26-0310
6 阿 部 整 形 外 科 24-4880
7 谷 医 院 42-2353
8 鈴 木 内 科（ 敷 地 ） 24-5880
9 木 村 内 科 胃 腸 科 24-6413
10 鈴 木 内 科（ 喜 来 ） 24-3413
11 岸 整 形 外 科 25-3133

９月 10月 医　院　名 電話番号
⑫ あ お ぞ ら 内 科 22-1311
⑬ 知恵島皮膚科診療所 36-9012
14 鴨 島 病 院 24-6565
15 富 本 医 院 42-3123
25 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
27 石原内科循環器科 24-2536

小児救急医療体制
●徳島市夜間休日急病診療所（☎088–622–3576）
●県立中央病院（☎088–631–7151）
〈月～土〉　8時30分～19時30分　最寄りの医療機関
　　　　　19時30分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
〈日・祝日〉9時00分～17時00分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　18時00分～22時30分

徳島市夜間休日急病診療所
　　　　　22時30分～翌8時30分　県立中央病院
●麻植協同病院（☎24–2101）
　診療日　第２・４週の日曜日
　診療時間　９時～17時（直接問い合わせてください）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

命
を
守
る　

用
心
棒　

	

松
本　

涼
楓
（
鴨
島
第
一
中
学
校
１
年
）
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二
学
期
が
ス
タ
ー
ト

お
礼

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

～
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
！
～

　
青
　
空

鴨
島
東
中
学
校　

岸
田　

紗
恵

ま
ぶ
し
い
光
を
だ
し
て
い
る
太
陽

雲
一
つ
も
な
い
青
い
空

で
も
青
空
は
ず
っ
と
続
い
て
く
れ
な
い

天
気
が
く
る
く
る
変
わ
る
毎
日

い
ろ
ん
な
天
気
が
あ
る
け
れ
ど

き
っ
と
空
に
似
合
う
の
は

く
も
り
や
雨
よ
り
も

	

青
空
だ

「
ぶ
ん
げ
い
麻
植　

第
9
号
」よ
り

山
川
図
書
館　

☎
42-

５
２
２
２

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
24-

５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　

☎
43-

２
８
１
１

川
島
図
書
館　

☎
25-

３
１
４
１

青
少
年
育
成
補
導

地震の心得10カ条
第10条　正しい情報を聞く

	

松
井
今
朝
子　

著

「
流
転
の
細
胞
」	

仙
川
環　

著

「
知
の
孤
島
」	

小
前
亮　

著

「
リ
ッ
プ
ス
テ
イ
ン
」

	

長
沢
樹　

著

「
年
を
と
っ
た
ら
驚
い
た
！
」

	

嵐
山
光
三
郎　

著

【
児
童
書
】

「
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
」

	

山
田
せ
い
こ　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
９
月
、10
月
の
休
室
日	

木
曜
日

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

　

長
く
て
楽
し
か
っ
た
夏
休
み
も

終
わ
り
、
１
年
で
一
番
長
い
学
期

の
二
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
暑
さ
も
和
ら
ぎ
始
め
、
体
力

や
学
力
を
伸
ば
せ
る
大
切
な
学
期

で
も
あ
り
ま
す
。
目
標
を
持
ち
、

充
実
し
た
二
学
期
が
送
れ
る
よ

う
、
毎
日
の
生
活
を
「
安
全
で
有

意
義
」
に
過
ご
す
よ
う
に
心
が
け

議
会
川
島
支
部
作
品
展

と
き　

10
月
２
日
㈭
～
30
日
㈭

※
入
場
無
料

◆
色
鉛
筆
画
教
室

と
き　

10
月
11
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
さ
ん

※
要
申
し
込
み

※
参
加
無
料

◆
開
室
時
間

	
午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
10
月
30
日
㈭
・

31
日
㈮
（
吉
野
川
市
市
制
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め
）

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
よ

み
っ
こ
★
か
～
も
」に
よ
る
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

／
鴨
島
公
民
館
２
階
和
室
／
絵
本

の
よ
み
き
か
せ
、紙
芝
居
、エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

◆
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

「
芥
川
症
」	

久
坂
部
羊　

著

「
時
空
眼
」	

弐
藤
水
流　

著

「
す
べ
て
の
神
様
に
十
月
」

	

小
路
幸
也　

著

「
老
い
の
入
舞
い
」

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
９

月
16
日
㈫
、
10
月
14
日
㈫
）、
月

末
図
書
整
理
日
（
９
月
30
日
㈫
、

10
月
31
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
13
日
㈯
、
10
月
11
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）
／

毎
月
第
２
土
曜
日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

９
月
20
日
㈯
（
お
し
り
か
じ
り

虫
）、
10
月
４
日
㈯
（
お
じ
ゃ
る

丸
ス
ペ
シ
ャ
ル
）、
10
月
18
日
㈯

（
ふ
し
ぎ
の
国
の
ア
リ
ス
）

（
午
後
２
時
か
ら
約
１
時
間
）

◆
開
館
時
間

	

午
前
10
時
～
午
後
６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
９
月
30
日
㈫
）

◆
写
真
展
『
庭
先
の
四
季
Ⅸ
～
冬

～
』
川
村
泰
史
さ
ん
撮
影

と
き　

９
月
13
日
㈯
～
21
日
㈰

◆
吉
野
川
市
青
少
年
育
成
市
民
協

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
、
そ

し
て
元
気
に
成
長
し
て
い
く
た
め

に
は
、
適
切
な
運
動
、
調
和
と
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
、
十

分
な
休
養
と
睡
眠
が
大
切
で
す
。

　
「
体
を
よ
く
動
か
し
、
よ
く
食

べ
て
よ
く
眠
る
」
と
い
う
成
長
期

の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

で
必
要
不
可
欠
な
基
本
的
生
活
習

慣
が
乱
れ
て
く
る
と
、
学
習
意
欲

や
体
力
、
気
力
も
低
下
し
て
い
き

ま
す
。

　

家
族
で
今
一
度
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
阿
波

踊
り
大
会
で
は
、
多
数
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
特
別
補

導
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

	

☎
25-

６
６
２
０

	

℻
25-

６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/

ikuseicenter/

図
書
だ
よ
り

　

徳
島
の
年
に
一
度
の
大
祭

「
阿
波
踊
り
」。
日
本
三
大
盆

踊
り
の
ひ
と
つ
で
４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
夏
祭
り
が
今

年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
期

間
中
は
、
街
中
に
阿
波
踊
り

の
お
囃
子
が
響
き
、
踊
る
阿

呆
と
見
る
阿
呆
の
情
熱
に
包

ま
れ
、
街
は
、
踊
り
一
色
と

な
り
ま
し
た
。
今
月
号
の
表

紙
や
特
集
で
、
磨
き
抜
か
れ

た
集
団
演
舞
や
、
個
々
の
優

美
な
技
を
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
編
）

編
集
後
記

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

あ
な
た
を
守
る　

正
義
の
味
方	
森
永　

涼
介
（
市
立
川
島
中
学
校
３
年
）
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慶事法事・各種宴会

（有）クリーンエンゼル
各種ごみの処理いたします!!

ご一報ください。お見積もり無料です。

吉野川市川島町山田字芝生39番地6

○粗大ごみ取り扱い　○故人遺品整理・片付け
○生活ごみ　○引越ごみ　○事業所ごみ　等々

5,400 4,320 5,400 6,480

保険のプロがお客様の立場で加入中の保障内容の

説明や見直しの仕方まで丁寧にアドバイスしてくれます。

肺
が
ん
巡
回
検
診
の
日
程
変
更
に
つ
い
て

9
月
24
日（
水
）午
前
10
時
40
分
～
午
前
11
時「
美
郷
古
井
の
お
堂
」で
の
肺
が
ん
検
診
は
、台
風
に
よ
る
国
道

１
９
３
号
線
の
土
砂
崩
れ
の
た
め
、中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　
【
市
健
康
推
進
課　

☎
22-

２
２
６
８
】

2014年（
平

成
26年

）9月
号

通
巻

120号
発

行
／

吉
野

川
市

　
編

集
／

総
務

部
企

画
財

政
課

〒
776-8611  徳

島
県

吉
野

川
市

鴨
島

町
鴨

島
115-1

TEL 0883-22-2221　
FAX 0883-22-2244　

U
RL  http://w

w
w

.city.yoshinogaw
a.lg.jp/

E-m
ail  m

ail@
city.yoshinogaw

a.lg.jp
再

生
紙

と
植

物
油

イ
ン

キ
を

使
用

。
広
報
よ
し
の
が
わ

広
報
よ
し
の
が
わ
9
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